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原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原
の
寺（
廃
寺
）

　

戸
田
観
光
協
会
・
深

海
魚
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

主
催
に
よ
り
、
「
戸
田

深
海
魚
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
深
海

魚
ま
つ
り
は
、
地
元
で

水
揚
げ
さ
れ
る
深
海
魚

を
体
感
で
き
る
、
毎
回

大
好
評
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
17
回
目
と
な
る
今

回
は
、
７
０
０
名
も
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

戸
田
で
は
古
く
か
ら
底
引
き
網

漁
（
ト
ロ
ー
ル
漁
）
が
行
わ
れ
、

深
海
魚
、
高
足
ガ
ニ
、
エ
ビ
な
ど

が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
深
海
の
恵
み
を
観
光
資
源
と
し

て
活
用
す
る
た
め
、
平
成
26
年
に

「
深
海
魚
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
春
と
冬
の
年
２
回

深
海
魚
ま
つ
り
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。

 

底
引
き
網
漁
で
は
、
食
用
と
さ

れ
る
魚
介
類
以
外
は
未
利
用
魚
と

さ
れ
、
普
段
は
水
揚
げ
さ
れ
ま
せ

ん
。
深
海
魚
ま
つ
り
で
は
、
そ
の

珍
し
い
深
海
に
生
息
す
る
未
利
用

魚
を
そ
の
ま
ま
展
示
し
ま
す
。

特
に
子
供
た
ち
に
人
気
な
の
が
、

生
き
た
深
海
魚
に
さ
わ
れ
る
タ
ッ

チ
プ
ー
ル
で
す
。
親
御
さ
ん
か
ら

は
「
普
段
触
れ
ら
れ
な
い
深
海
魚

の
世
界
を
堪
能
で
き
た
」
「
地
域

の
文
化
や
自
然
の
豊
か
さ
に
感
動

し
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

　

今
年
も
、
他
の
地
区
に
先
駆
け

て
、
戸
田
地
区
の
二
十
歳
の
集
い

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
道

の
駅
「
く
る
ら
戸
田
」
内
の
地
区

セ
ン
タ
ー
に
は
、
新
成
人
11
名
の

う
ち
９
名
が
ス
ー
ツ
や
振
袖
に
身

を
包
ん
で
集
ま
り
ま
し
た
。

し
た
。
展
示
が
終
わ
っ
た
後
は
深

海
魚
の
即
売
会
も
行
い
、
大
盛
り

上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。 

　

戸
田
深
海
魚
ま
つ
り
は
、
戸
田

地
区
を
「
深
海
魚
の
聖
地
」
と
し

て
広
く
発
信
し
、
戸
田
地
区
の
豊

か
な
自
然
と
地
域
文
化
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
貴
重
な
機
会
で
す
。

今
後
も
、
地
域
の
人
々
が
協
力
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
、
戸
田
の
魅

力
を
発
信
し
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
た

ち
の
少
し
緊
張
し
た
姿
が

と
て
も
初
々
し
く
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
後
ろ
で
見

守
る
家
族
の
、
立
派
に
成

長
し
た
我
が
子
を
愛
し
む

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
、
恩
師

を
交
え
て
記
念
写
真
を
撮

っ
た
り
、
久
し
ぶ
り
に
再

会
し
た
友
人
と
和
や
か
に

昔
話
に
興
じ
た
り
し
な
が

ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
商
工

会
の
様
々
な
事
業
に
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
続
く
円
安
ド
ル
高
の

状
況
に
加
え
、
資
材
・
石
油
価
格

や
人
件
費
な
ど
の
物
価
高
騰
に
よ

り
、
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は

非
常
に
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
巳
年
で
あ
り
、

脱
皮
を
繰
り
返
す
ヘ
ビ
は
「
復
活

と
再
生
」
を
象
徴
す
る
縁
起
の
良

い
動
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
「
新
し
い
自
分
に
生
ま
れ

変
わ
る
」
「
幸
せ
な
未
来
を
つ
か

む
」
と
い
う
ス
テ
キ
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
復
活
と
再
生
」
を
心
に
念
じ
、

日
々
励
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
青
年
部
、

女
性
部
、
役
職
員
の
皆
様
と
一
致

団
結
し
、
商
工
会
事
業
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
乙
巳
（
き
の

と
み
）
」
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
る
年
と
し
て
、
皆
様
に
と
っ
て

実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
多
く
の
感
動
と
勇
気
を

い
た
だ
い
た
年
で
し
た
。
特
に
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選
手
た

ち
の
活
躍
や
、
大
谷
翔
平
選
手
の

素
晴
ら
し
い
成
績
に
心
を
打
た
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
の
力
が
人
々
を
一
つ
に

し
、
前
進
さ
せ
る
原
動
力
と
な
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
大
阪
万
博
が
開
催
さ

れ
、
世
界
と
の
交
流
が
一
層
深
ま

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
波
に
乗
り
、
本
会
の
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
渡
邊
会

長
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
地
域
の
皆
様

と
共
に
力
を
合
わ
せ
、
未
来
を
よ

り
輝
か
し
い
も
の
に
す
る
た
め
発

展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ところ狭しと並べられた深海魚ところ狭しと並べられた深海魚

大人気！深海魚タッチプール大人気！深海魚タッチプール

　

前
号
ま
で
原
に
あ
る
七
つ
の
寺

を
紹
介
し
ま
し
た
。今
回
は
以
前

原
に
あ
っ
た
寺（
廃
寺
）を
東
よ
り

順
次
紹
介
し
ま
す
。

＊
道
圓
坊（
大
塚
） 

　

薬
師
如
来
を
祀
り
、明
治
五
年

に
廃
寺
と
な
る
前
は
各
月
十
二
日

の
縁
日
に
は
大
変
賑
わ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。廃
寺
後
、本
尊
の
薬
師

如
来
像
は
清
梵
寺
に
移
さ
れ
た
と

言
わ
れ
る
。

＊
常
休
庵（
西
町
駅
前
公
園
前
）

　

西
念
寺
末
で
、白
隠
禅
師
は
こ

こ
に
い
た
休
心
坊
と
言
う
僧
か
ら
、

幼
児
期
に
、色
々
と
教
え
を
受
け

た
と
言
わ
れ
る
。原
の
民
話「
焼
け

ず
の
常
休
庵
」は
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。

＊
目
眼
寺（
六
軒
町
東
端
）

　

沼
津
の
乗
運
寺
末
で
、観
音
菩

薩
を
本
尊
と
し
寺
内
に
は
御
駕
籠

石
が
あ
り
某
大
名
の
休
憩
し
た
所

と
言
い
伝
え
が
あ
る
。寺
は
明
治

五
年
に
廃
寺
と
な
り
、本
尊
の
観

音
菩
薩
像
は
徳
源
寺
に
移
さ
れ
た
。

＊
観
音
寺（
六
軒
町
公
園
付
近
）

　

植
松
分
家
の
植
松
季
統
が
建
立
。

観
音
を
本
尊
と
し
、併
せ
て
寺
内

に
秋
葉
神
社
を
祀
っ
た
。こ
の
寺
に

は
植
松
本
家
・
松
蔭
寺
と
の
所
縁

を
持
つ
、明
治
初
年
迄
慈
法
院
と
い

う
僧
が
い
た
。明
治
五
年
に
廃
寺

と
な
り
、秋
葉
社
は
原
浅
間
神
社

に
移
さ
れ
、新
た
に
こ
の
地
に
秋
葉

社
が
造
ら
れ
て
い
る
。

＊
神
護
寺（
植
田
踏
切
南
側
）

　

宗
派
＝
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
、

開
山
＝
獨
園
禅
師
、開
基
＝
植
田

三
十
郎
親
忠
、こ
の
寺
は
松
蔭
寺・

白
隠
禅
師
と
深
い
繋
が
り
を
持
っ

て
い
た
。薬
師
堂
を
後
に
寺
と
し
、

本
尊
は
薬
師
如
来
。火
災
で
本
堂

を
焼
失
し
、廃
寺
と
な
る
。植
田
の

薬
さ
ん
と
親
し
ま
れ
縁
日
は
非
常

に
賑
わ
い
、又
、盛
ん
に
子
供
相
撲

等
が
行
わ
れ
た
。今
残
る
薬
師
堂

内
に
は
薬
師
如
来・日
光・月
光
菩

薩・十
二
神
将
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、こ
の
地
に
は「
植
田
三
十
郎

と
植
田
新
田
」の
石
碑・歴
代
僧
侶

の
墓・開
基
植
田
三
十
郎
親
忠
の
供

養
墓
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

他
に
三
本
松
地
区
に
昔
、清
原

庵
と
言
う
庵
が
あ
っ
た
と
の
伝
承

が
あ
る
が
詳
細
不
明
の
為
、名
前

だ
け
に
留
め
置
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

望
月 

宏
充

 
（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
顧
問
）

戸
田
地
区 

１
月
4
日（
土
）

二
十
歳
の
集
い
開
催

飯田 太志飯田 太志
副会長副会長

佐藤 隆彦佐藤 隆彦
副会長副会長

新
年
の
ご
挨
拶

第17回 １２月８日（日）
戸田深海魚まつり開催！
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自
分
に
生
ま
れ

変
わ
る
」
「
幸
せ
な
未
来
を
つ
か

む
」
と
い
う
ス
テ
キ
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
復
活
と
再
生
」
を
心
に
念
じ
、

日
々
励
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
青
年
部
、

女
性
部
、
役
職
員
の
皆
様
と
一
致

団
結
し
、
商
工
会
事
業
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
乙
巳
（
き
の

と
み
）
」
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
る
年
と
し
て
、
皆
様
に
と
っ
て

実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
多
く
の
感
動
と
勇
気
を

い
た
だ
い
た
年
で
し
た
。
特
に
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選
手
た

ち
の
活
躍
や
、
大
谷
翔
平
選
手
の

素
晴
ら
し
い
成
績
に
心
を
打
た
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
の
力
が
人
々
を
一
つ
に

し
、
前
進
さ
せ
る
原
動
力
と
な
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
大
阪
万
博
が
開
催
さ

れ
、
世
界
と
の
交
流
が
一
層
深
ま

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
波
に
乗
り
、
本
会
の
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
渡
邊
会

長
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
地
域
の
皆
様

と
共
に
力
を
合
わ
せ
、
未
来
を
よ

り
輝
か
し
い
も
の
に
す
る
た
め
発

展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ところ狭しと並べられた深海魚ところ狭しと並べられた深海魚

大人気！深海魚タッチプール大人気！深海魚タッチプール

　

前
号
ま
で
原
に
あ
る
七
つ
の
寺

を
紹
介
し
ま
し
た
。今
回
は
以
前

原
に
あ
っ
た
寺（
廃
寺
）を
東
よ
り

順
次
紹
介
し
ま
す
。

＊
道
圓
坊（
大
塚
） 

　

薬
師
如
来
を
祀
り
、明
治
五
年

に
廃
寺
と
な
る
前
は
各
月
十
二
日

の
縁
日
に
は
大
変
賑
わ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。廃
寺
後
、本
尊
の
薬
師

如
来
像
は
清
梵
寺
に
移
さ
れ
た
と

言
わ
れ
る
。

＊
常
休
庵（
西
町
駅
前
公
園
前
）

　

西
念
寺
末
で
、白
隠
禅
師
は
こ

こ
に
い
た
休
心
坊
と
言
う
僧
か
ら
、

幼
児
期
に
、色
々
と
教
え
を
受
け

た
と
言
わ
れ
る
。原
の
民
話「
焼
け

ず
の
常
休
庵
」は
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。

＊
目
眼
寺（
六
軒
町
東
端
）

　

沼
津
の
乗
運
寺
末
で
、観
音
菩

薩
を
本
尊
と
し
寺
内
に
は
御
駕
籠

石
が
あ
り
某
大
名
の
休
憩
し
た
所

と
言
い
伝
え
が
あ
る
。寺
は
明
治

五
年
に
廃
寺
と
な
り
、本
尊
の
観

音
菩
薩
像
は
徳
源
寺
に
移
さ
れ
た
。

＊
観
音
寺（
六
軒
町
公
園
付
近
）

　

植
松
分
家
の
植
松
季
統
が
建
立
。

観
音
を
本
尊
と
し
、併
せ
て
寺
内

に
秋
葉
神
社
を
祀
っ
た
。こ
の
寺
に

は
植
松
本
家
・
松
蔭
寺
と
の
所
縁

を
持
つ
、明
治
初
年
迄
慈
法
院
と
い

う
僧
が
い
た
。明
治
五
年
に
廃
寺

と
な
り
、秋
葉
社
は
原
浅
間
神
社

に
移
さ
れ
、新
た
に
こ
の
地
に
秋
葉

社
が
造
ら
れ
て
い
る
。

＊
神
護
寺（
植
田
踏
切
南
側
）

　

宗
派
＝
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
、

開
山
＝
獨
園
禅
師
、開
基
＝
植
田

三
十
郎
親
忠
、こ
の
寺
は
松
蔭
寺・

白
隠
禅
師
と
深
い
繋
が
り
を
持
っ

て
い
た
。薬
師
堂
を
後
に
寺
と
し
、

本
尊
は
薬
師
如
来
。火
災
で
本
堂

を
焼
失
し
、廃
寺
と
な
る
。植
田
の

薬
さ
ん
と
親
し
ま
れ
縁
日
は
非
常

に
賑
わ
い
、又
、盛
ん
に
子
供
相
撲

等
が
行
わ
れ
た
。今
残
る
薬
師
堂

内
に
は
薬
師
如
来・日
光・月
光
菩

薩・十
二
神
将
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、こ
の
地
に
は「
植
田
三
十
郎

と
植
田
新
田
」の
石
碑・歴
代
僧
侶

の
墓・開
基
植
田
三
十
郎
親
忠
の
供

養
墓
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

他
に
三
本
松
地
区
に
昔
、清
原

庵
と
言
う
庵
が
あ
っ
た
と
の
伝
承

が
あ
る
が
詳
細
不
明
の
為
、名
前

だ
け
に
留
め
置
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

望
月 

宏
充

 

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
顧
問
）

戸
田
地
区 

１
月
4
日（
土
）

二
十
歳
の
集
い
開
催

飯田 太志飯田 太志
副会長副会長

佐藤 隆彦佐藤 隆彦
副会長副会長

新
年
の
ご
挨
拶

第17回 １２月８日（日）
戸田深海魚まつり開催！



発行者　沼 津 市 商 工 会
 会 長 　 渡 邊 好 孝
〈本所・原支所〉沼津市原1200番地の1

〈戸田支所〉沼津市戸田1028番地の5
TEL(055)966-1331 FAX (055)967-4925

TEL(0558)94-2224 FAX (0558)94-4029
編集　沼津市商工会広報委員会

 令和7年1月号（1）　第138号 第138号（4）令和7年1月号

沼津市商工会 会報沼津市商工会 会報
No.138

2月の行事予定

沼津法人会原支部
めざします企業の繁栄
と社会への貢献

（公社）

原支所
2月13日（木） 会員向け税理士 
　　　　　　 　　 　個別相談会①
2月14日（金） 会員向け税理士 
                     　　　個別相談会②
戸田支所
2月 2日（日） 青年部 豆まき
　　　　　　　  （14：15 ＠くるら戸田）
2月14日（金） 会員向け税理士
                     　　　個別相談会 

沼津市商工会　ホームページアドレス　http://www.numazu-s.or.jp
　　　　　　　メールアドレス　　　　info@numazu-s.or.jp

再生紙を使用しています。

商
工
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

 

年
が
変
わ
り
、
確
定
申
告
の
シ

ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の

申
告
時
に
特
に
気
を
付
け
た
い
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

①
定
額
減
税

　

今
年
の
確
定
申
告
書
に
定
額
減

税
の
記
載
欄
が
追
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
申
告
書
を
手
書
き
さ
れ
る
方

は
、
書
き
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

②
申
告
書
控
の
受
領
印
廃
止

 

上
記
の
記
事
に
も
あ
る
と
お
り
、

今
年
の
１
月
か
ら
、
税
務
署
で
は
、

紙
提
出
し
た
申
告
書
控
に
受
領
印

を
押
さ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
替
わ
る
受
付
証
明
が
ほ
し
い

と
お
考
え
の
方
は
、
ｅ‐Ｔ
Ａ
Ｘ

で
の
電
子
申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

電
子
申
告
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
が
、
も
う
お

持
ち
に
な
っ
て
い
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
商
工
会
で
は
、
電
子

申
告
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
カ

ー
ド
作
成
時
に
設
定
し
た
パ
ス
ワ

ー
ド
が
あ
れ
ば
、
手
間
な
く
申
告

ま
で
完
了
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

職
員
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。　

                  　

      

指
導
員
N

　

原
駅
構
内
に
あ
る
展
示
物
産
ケ

ー
ス
に
は
、
地
域
を
誇
ら
し
く
感

じ
る
展
示
物
が
並
ん
で
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
硬
い
鉄
を
曲
げ
た
作

品
、
自
動
車
の
床
材
や
ヘ
ル
メ
ッ

ト
な
ど
に
も
使
わ
れ
る
堅
い
紙
バ

ル
カ
ナ
イ
ズ
ド
フ
ァ
イ
バ
―
、
メ

デ
ィ
ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
で
作
ら
れ
た
紙
１
０
０
％
の
カ

レ
ン
ダ
ー
、
使
う
人
に
寄
り
添
っ

た
生
活
紙
や
教
科
書
、
伝
統
と
職

人
技
が
光
る
逸
品
。
ど
れ
も
環
境

や
人
々
、
未
来
へ
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
モ
ノ

づ
く
り
の
心
と
創
造
力
を
感
じ
る

も
の
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
自
分

も
頑
張
ろ
う
と
い
う
活
力
を
与
え

て
く
れ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

電
車
を
ご
利
用
の
際
は
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

将
棋
や
囲
碁
の
世
界
で
は
、
人

間
は
Ａ
Ｉ
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
な

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

沼
津
市
商
工
会
の
第
三
次
経
営

発
達
支
援
計
画
が
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
５
年
間
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
に
よ
り
、
商
工
会
は
小

規
模
事
業
者
を
支
援
し
て
い
く
中

期
支
援
計
画
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
の
背
景
に
は
、
日
本
に
お
い

て
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
よ

り
構
造
的
な
人
手
不
足
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
や
進
歩
が
あ
り
ま
す
。

　

今
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
電
話

で
な
く
パ
ソ
コ
ン
で
あ
り
、
お
財

布
代
わ
り
で
も
あ
り
ま
す
。
私
の

お
店
も
昨
年
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
お
買
い
物

が
で
き
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
ま
し
た
。
使
い
始

め
て
、
お
店
側
も
お
客
様
も
と
も

に
便
利
な
道
具
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

 

15
年
前
、
原
町
商
工
会
と
戸
田

村
商
工
会
が
合
併
し
た
当
時
か
ら
、

本
会
で
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
会
議
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
。
今
日
で
は
当

た
り
前
で
す
が
、
当
時
は
画
期
的

な
方
法
で
時
間
と
コ
ス
ト
を
格
段

に
縮
小
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
年
度

末
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
に

切
り
替
え
る
予
定
で
す
。
会
員
支

援
に
関
し
て
は
、
手
書
き
の
帳
簿

か
ら
会
計
ソ
フ
ト
（
弥
生
会
計
）

の
導
入
に
切
り
替
え
て
、
職
員
の

記
帳
指
導
の
省
力
化
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。

 

こ
の
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

波
は
確
実
に
商
工
会
や
会
員
の
皆

様
に
、
津
波
の
よ
う
に
押
し
寄
せ

て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
進
化
し

て
い
く
と
、
近
い
将
来
、
Ａ
Ｉ
が

経
営
指
導
員
を
超
え
る
日
が
来
る

の
で
し
ょ
う
か
。

＊
Ａ
Ｉ
（
人
口
知
能
）
と
は

推
論
、
判
断
な
ど
知
的
な
機
能
を

備
え
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ

ム
の
こ
と
。

   

原
駅
展
示
ケ
ー
ス
の
ご
紹
介

沼
津
市
商
工
会

渡
邊 

好
孝

会
長　

　

令
和
７
年
１
月
よ
り
、
申
告
書

や
各
種
届
出
書
類
を
税
務
署
へ
提

出
す
る
際
、
書
面
で
提
出
し
た
場

合
は
控
え
書
類
へ
の
受
領
印
（
税

務
署
が
受
け
付
け
た
証
明
）
の
押

印
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

提
出
書
類
の
控
え
に
受
領
印
が
必

要
な
場
合
は
、
電
子
送
信
で
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

電
子
送
信
を
行
う
に
は
、
本
人

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
、
証

明
用
（
数
字
４
桁
）
・
署
名
用

（
６
桁
〜
16
桁
の
英
数
字
）
２
種

類
の
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

提
出
時
に
慌
て
な
い
た
め
に
も
、

事
前
に
パ
ス
ワ
ー
ド
の
確
認
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

確
定
申
告
、今
年
の
注
意
点

指
導
員
だ
よ
り

謹賀新年
元旦歩こう会 白隠太鼓演奏で歓迎
（於：アクアプラザ遊水地）

謹賀新年
元旦歩こう会 白隠太鼓演奏で歓迎
（於：アクアプラザ遊水地）

　

沼
津
市
商
工
会
で
は
、
２
月
か

ら
確
定
申
告
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
告
期
限

　

所
得
税　

３
月
17
日
（
月
）

　

消
費
税　

３
月
31
日
（
月
）

◆
必
要
書
類

・
２
０
２
４
年
分
の
源
泉
徴
収
簿
、

　

帳
簿
等
（
収
入
支
出
が
分
か
る

　

も
の
）

・
２
０
２
３
年
以
前
の
決
算
書
、

　

申
告
書
、
源
泉
徴
収
簿

・
証
明
書
（
源
泉
徴
収
票
、
医
療

　

費
、生
命
保
険
、地
震
保
険
等
）

・
本
人
と
配
偶
者
、
扶
養
親
族
等

　

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
書
面
で
提

　

出
す
る
場
合
は
、
本
人
の
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
コ
ピ
ー
し

　

て
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

 

２
０
１
２
年
分
以
降
の
申
告
書

を
商
工
会
で
作
成
・
提
出
し
た
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
０
２
４
年

分
の
決
算
書
等
の
申
告
書
用
紙
が

届
き
ま
せ
ん
。
代
わ
り
に
届
く

「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
は
が

き
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
商
工

会
で
指
導
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

税
務
署
か
ら
の
ハ
ガ
キ
も
忘
れ
ず

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
前
年
の
申
告
書
を
ｅ‐Ｔ
Ａ
Ｘ

で
提
出
し
た
方
は
、
受
信
通
知
を

確
認
す
る
た
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で

す
。 確

定
申
告
指
導
の
ご
案
内

控
え
書
類
へ
の
受
領
印
廃
止

お知らせハガキイメージ
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